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＜各学校からのご感想＞

○城南中学校：11／26(土)　中学生13名、高校生6名

○城北中学校：12／ 3(土)　中学生19名、高校生6名
○野沢温泉　：11／26(土)　中学生 5名、高校生5名

飯山市中高交流学力向上事業

　夏に引き続いて野沢温泉中学からも要望が
あったため、飯山市内の両中学校とともに、
下記の日程で行われました。

　５月調査(プレテスト)でつまずきの多かった問題が各校の取り組みに
よりどこまで改善が図られてきているのか、また児童・生徒の算数・数
学の授業に対する意識はどのように変化してきているのか、を確認する

ためにポストテストにご協力いただきました。昨年度よりも２ヶ月早い日程で、実施・報告
させていただきました。各学校にお配りした調査結果および要約版を参考に、学年末までの
授業に活かしてもらえると幸いです。

・「５年生の復習をして下さい」と言われても範囲が広すぎる。このように調査を２回行う
　ことで、ポイントを絞って復習することができるので、ありがたい。
・新教育課程により内容が増えたため復習の時間も取れずにいたが、これからの２ヶ月は復習に使いたい。
・速さの単元ではD-Linesの内容がパンフレットに出ているので使いやすい。算数が得意な子どもたちは
　数値の大小などにも気を配れるようになってきた。

　４年目にして初めての試みでしたが、この事業に関係する皆様の親睦がより深まった実感が持てました。
５年目を迎える来年度も引き続きご理解・ご協力をいただき、なお一層の研究を深めていきたいと思います。

中学生の声 

＊前回は質問できなかったので、分からない問題 

 や入試の様子が聞けて良かった。 

＊分からない所を先輩たちも共感してくれて、説 

 明も詳しかったので分かりやすかった。 

＊冬休みもやってほしい。（多数の意見あり） 

＊僕も北高生になって、チューターに来たいと思 

 います。 

高校生の声 

＊答をすぐには教えず、中学生に答を求めてもらうの 

 が難しかった。 

＊公式や、やり方だけを教えるようにした。 

＊実際に自分も解きながら一緒に問題をやってみた。 

 例を出しながら教えてみた。 

＊去年の自分も今頃、勉強が分からなかったり、進路で悩 

 んでいたので、中学生にも頑張ってもらいたいと思った。 

城北中学校にて 城南中学校にて 

 日 時  1月17日（火） 16：00～17：00 

 会 場  市役所（4F 第2委員会室） 

 内 容 ・本事業のこれまでの取り組みと概略の説明 

      ・5月調査(プレテスト)と11月調査(ポストテスト)の集計結果から見えてきたこと 

      ・D-Linesについての実践事例の提案（5年生：割合） 

      ・3‐Stepプリントの紹介                       ※ 詳細につきましては、 

      ・その他(CRTの感想や現在の様子などについて交流)     別紙お知らせをご覧下さい。 


